
 

当院では以下の通り医療 DX 推進の体制を整備し、質の高い診療を

実施するための十分な情報を取得し活用して診療を行っております。 

 

１ レセプトオンライン請求を行っております。 

２ 診療報酬明細書を患者さんに無償で交付しています。 

３ オンライン資格確認を行う体制を有しています。 

４ 医師がオンライン資格確認等システムを利用して取得した診療

情報を診察室、処置室等で閲覧又は活用できる体制を有してい

ます。 

５ マイナ保険証利用率が、３０％以上である。 

６ マイナポータルの医療情報等に基づき、患者さんからの健康管

理に係る相談に応じる体制を有しています。 

７ 上記事項等について、院内、ウェブサイトに掲載しています。 

８ 電子処方箋を発行する体制を有しています。 

９ 地域医療連携ネットワーク「愛がんネット」に参加及び医療情報

を共有し、医療機関間で連携体制を有しています。 

 

◆ 以下については、現在猶予期間のため、猶予期間満了までに整備

する予定です。 

１０ 国等が提供する電子カルテ情報共有サービスにより取得され

る診療情報等を活用する体制（準備中） 

 

 

 

電子的診療情報連携体制整備加算について 



 

当院では院内感染防止対策として必要に応じて次のような取り組を 

行っております。 

１ 感染防止対策部門の設置 

 感染管理者である院長が中心となり、従業員一同、院内感染対策を

推進します。 

 標準感染予防対策を踏まえた院内感染対策マニュアルを作成し従

業員全員がそれに沿って院内感染対策を推進していきます。 

２ 研修への参加 

 院内感染対策の基本的考え方や関連知識の習得を目的に研修会を

年２回実施しています。 

３ 発熱患者等の診療等を実施する体制 

 感染症の高い疾患（インフルエンザや新型コロナウイルス感染症

など）が疑われる場合は、一般診療の方と動線を分けた診療スペー

ス時間を確保して対応します。 

 当該医療機関の外来において、受診歴の有無に関わらず、発熱その

他感染症を疑わせるような症状を呈する患者さんの受け入れをし

ます。 

４ 連携体制の整備 

 回復した患者さんの罹患後症状が維持している場合に、必要に応

じて精密検査が可能な体制又は専門医への紹介が可能な連携体制

があります。 

 感染対策に関して連携保険医療機関又は地域の医師会と連携体制

を構築し、定期的に必要な情報提供やアドバイスを受け、院内感染 

対策の向上に努めます。 

外来感染対策向上加算について 



 

当院では、上記診療加算に該当する患者さんに対して下記のような

相談をお受けいたします。 

♦ 健康相談 

 ・健康診断の結果に関する相談 

 ・健康管理相談 

 ・予防接種の相談 

 

♦ 介護保険に関する相談 

  介護支援専門員（ケアマネージャー）及び、相談支援専門員から

の相談に適切に対応を致します。 

 

 

 

 

当院では、患者さんの状態に応じ、２８日以上の長期処方の対応が可

能です。 

 

♦なお、長期処方が対応可能かは、患者さんの病状に応じて医師が

判断します。 

 

 

 

地域包括診療加算について 

生活習慣病管理料について 



 

当院では、地域の医療提供体制を守るため、標榜時間外等の電話対応

等に対応できる体制を整えています。 

電話等による相談の結果、緊急の対応が必要と判断された場合には、

連携医療機関へ必要な対応を行います。 

 

 

 

当院では、地域の医療提供体制を守るための診療時間の設定をして

います。厚生労働省の規程により、平日１８：００以降、土曜日１２：

００以降は、夜間・早朝等加算が適用されます。 

 

当院の標榜時間外の時間帯で診療を行った場合は、時間外加算、深夜

加算、休日加算が適応されます。 

 

 

 

当院では、ニコチン依存症管理の届出を行っており、禁煙のための治

療的サポートをする禁煙外来を行っております。 

敷地内は全面禁煙です。 

 

時間外対応体制加算について 

夜間・早朝等加算について 

ニコチン依存症管理料に係る掲示 



 

当院では、治療の継続が必要な方に、患者さんの利便性も鑑み、情報

通信機器を用いた診療（オンライン診療）を行っております。ただし、

初診の場合には８日以上の処方、向精神薬については処方が出来ま

せん。また、受診の際には、情報通信機器の使用料、処方箋やお薬の

郵送を希望される場合の郵送料などが別途必要です。 

 

 

 

 

当院では、医療の透明化や患者さんへの情報提供を積極的に推進し

ていくため、領収書発行の際に個別の診療情報の算定項目のわかる

明細書を無料で発行しています。明細書には使用した薬剤や行われ

た検査の名称が記載されます。 

ご家族が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行を含めて、

明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

情報通信機器を用いた診療 

明細書発行状況に関する事項 



 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに医薬品の安定供給

に向けた取り組みなどを実施しています。 

その中で、当院では後発医薬品のある医薬品について特定の商品名

ではなく、薬剤の成分をもとにした一般名処方を行う場合がありま

す。 

一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合でも、患者

さんに必要な医薬品が提供しやすくなります。 

なお、令和６年 10 月より、長期収載品については「医療上の必要性

があると認められない場合」には患者さんの希望による処方の場合

には、「選定療養が適用される」ことをご理解ください。 

一般名処方とは、お薬の商品名ではなく、お薬の有効成分を処方箋に

記載することです。 

 

 

 

当院では、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用に積極的に取り

組んでいます。また医薬品の供給状況によって投与するお薬を変更

する可能性があります。なお、令和 6 年 10 月より、後発医薬品（ジ

ェネリック医薬品）があるお薬で、患者さんの希望により先発医薬品

を処方する場合には、特別の料金をお支払いいただきます。 

 

 

一般名処方加算について 

後発医薬品の使用について 



 

１ 医師が居宅同意取得型のオンライン資格確認等システムにより

取得した診療情報等を活用して、計画的な医学管理の下に訪問

をして診療を実施している保険医療機関である。 

 

２ マイナ保険証の利用を促進する等、医療 DX を通じて質の高い

医療を提供できるよう取り組んでいる保険医療機関である。 

 

３ 電子処方箋の発行及び電子カルテ情報共有サービスなどの医療

DX にかかる取組を実施している保険医療機関である。 

 

（※電子カルテ情報共有サービスは、準備中です） 

 

 

在宅がん医療総合診療料について 

在宅医療 DX 情報活用加算について 


